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Tunner and Muller (2003)は，プロジェクト組織の本質は期間限定性(テンポラリー)と知識な
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どのリソースを活用するための代理性(エージェンシー)にあるとした。 Sydowet al.， (2004)はプ
ロジェクト組織を多様なコンピテンスをもっ専門家によって混成される知識の貯蔵庫と見なした。



















を世界に提言した。さらにNonakaand Takeuchi (1995)は「共同化:Socialization (暗黙知から暗








綴化されていく。 VonKrogh ， Ichijo and Nonaka (2000)によって，組織全体での知識の共有に関
係する最後のステップである「ローカル・ナレッジのグローパル化」のフローを示した。その中で，


















































自動車をはじめとするグローパル企業であるアイシン精機. AGC (旭硝子). ASUS. ダイキン，
Hermes. キヤノン.SAMSUNG. 東芝， トヨタ自動車.NIKE.パナソニック.HYUNDAI， Louis 


















ア人:IT) 4名，欧州本社(日本人:JP) 1名，北米(アメリカ人:US) 2名)である。広告会社
ADKグループからは7名(圏内(日本人:JP) ) ，外部協力会社は合計17名で，圏内は6名(日本
人:JP)であった。海外は11名((イタリア人 :IT) 4名， (日本人:JP) 4名， (フランス人:









出展企業 広告会社(グルー プ会社含む) 外部協力会社(海外)
シチズン時計(圏内)e アサツー ディ・ケイ(圏内)@ 建築事務所(パリ)ム
1広報・宣伝担当役員(JP) 担当営業部門 32.空間デザイナー (JP)
2.戦略企画室マネジャー (JP) 19.営業副本部長(JP) 33.空間デザイナー (FR)
3.戦略企画室スタッフ(JP) 20アカウントディレクター (JP) 34.アシスタント(UK)
4.宣伝・広報部長(JP) 21.アカウントエグゼクティブ(JP) 35.::Jーディネイター (JP)
5.広報マネー ジャー (JP) 担当スタッフ部門(プロモー ション局) 照明・音響演出会社(アムスァルダム).6.
6デザイン部長(JP) 22.シニアプロデュー サー (JP) 36.演出プロデユー ザー (JP)
7.チー フデザイナー (JP) 制作会社ADKアー ツ海外担当グルー プ 37. )寅出スタッフ(NL)
8.デザイナー (JP) 23.イベント・プロデュー サー (JP) デザイン事務所(ミラノ)ム
9.デザイナー (JP) 24イベント・ディレクター (JP) 38. ミラノ運営チー フ(JP)
10.デザイナー (JP) 25.アシスタントディレクター (JP) 39ミラノ運営スタッフ(IT)
11.デザイナー (JP) 外部協力会社(圏内) 海外PR会社(ミラノ).6.
シチズン時計(海外拠点)0 デザイン事務所(東京).A. 40.ミラノ PRマネジャー (IT)
12.イタリア拠点代表(IT) 26.東京コー ディネー ター (JP) 41.ミラノPRスタッフ(IT)




17.アメリカ拠点 VP(US) 30.東京PRプランナー (JP)
18.アメリカ拠点PR担当(US) 31.東尽PRアシスタント(JP)





シチズン時計(圏内)e アサツーディ・ケイ(国内)。 建築事務il(1 ¥川ム
1広報・宣伝担当役員(JP)2014-2016 担当営業部門 26空間デザイナー(JP)2014-2016
2戦略企画室マネジャー(JP)2014-2016 16アカウントディレクヲー (JP)2014-2016 27空間デザイナー(JP)2016
3宣伝・広報部長(JP)2016 17アカウントエグゼクティブ(JP)2014-2016 28.アシスヲント(UK)2014-2016
4広報マネジャー(JP)2014-2016 担当スタyフ部門(プロモーション局) 照明・音響演出会社(アムスナルダム)ム
5デザイン部長(JP)2014-2016 18シニアヲロデューサー(JP)2014-2016 29演出プロデューサー(JP)2014-2016 
6チーフデザイナー(JP)2014-2016 19プロデューサー(JP)2016 30.音響効果製作アーティスト(NL)2016
7デザイナー(JP)2014四 2016 20.ディレクター (JP)2016 31 音響アーティスト/ピアニスト((NL)2016
8デザイナー(JP)2014-2016 制作会社ADKアーツ海外担当グループ デザイン事務所(ミラノ)ム
9デザイナー(JP)2016 21イベント・ディレクヲー (JP)2014-2016 32ミラノ運営チー フ(JP)2014-2016 
10.デザイナー(JP)2016 22.アシスタントディレクター(JP)2016 ;海~PR会社 (ミフノ ) .6















































悶組織(201知4臓)ののパ内ッ容ケー ジされる -暗黙知 ロ形式知
出展を意思決定するための知識 -会場の選択の方法(良い場所かどうかの判断) ロ会場候補のリスト
出展決定後の手会続場きに費関のす支る払知い識や契約 -会プロ場ジをェ契ク約トする条件(金額や賃借期間)の交渉の仕方 ロ使支用払する会場の契約替書に盛り込むべき内容などの . ・ファイナンスF期のを知き識め 口 いのための為 予約フォー マット・記録-支払いの渦替予約の時 る知識
プランディン関グすのる具知体能的な施策に .ワー クショップを媒活体性社化させるファシリ子ー ションの方法
-コンヲクトすべき とのネットワー ク E口ロPプE割R調レS金スの書問発諸自書表問9選5にZ行袋関台す本る詰糊企画書





展示示すのる構プ成ロ，ダ展ヲ示ト台のな演ど出の方制法作な物ど，の展 -展示を製作するにあたっての専門家・アー ティストの ロコ展展ン示示セ物物プのにト必輸を具要送現なに情化関報すするための展告(輸リ示出ア内語力容ルのネ併)記ロ (英}手語続・イ ) 




-運営秀マニュアルに記載すベき詳細肉容の決定 ロイベント・オペレー ション・マニュアル運営オペレーションに関わる知識 .優 な通訳ど想ス~ッフとのネットワーク
-混雑時な 定されるアクシデントに対応する知識 ロス少yフ・ロー テー ション(シフト表)






































3 P 1は20日年3月20日-4月18日.P 2は2015年4月19日-5月16日.P 3は2015年5月17日-6月6日.P 
4は2015年6月7日-2015年7月4日， P 5は2015年 7月5日-8月3日， P 6は2016年8月4日-9月3日.P 
7は2015年9月4日-10月4日.P8は2015年10月5日-11月4日， P9は20日年1月5日-12月5日， PlOは











































「らしさJ (企業文化) (暗黙知)，③出展企業の企業理念に基づく出展コンセプト(形式知)，④ 
ブランド・メッセージ が移転されている。








年の約2倍の広さのスペースに拡張したことが挙げられる。とこは， FUORI SALONE (フォー リ・
サローネ)でも最大規模の会場である。中心的に議論を進めたのは， 2.出展企業の戦略企画室マネ









ていることを表す Itime is TIMEJというコンセプトに決定した。 ['LIGHTis TIMEJという出展コ


















































国内のPRの広告費換算額は 1億2440万円，海外 (ヨー ロ ッパ (イタリア、フランス、 ドイツ、スペイ









































展示の演構出成方田展法示なすどるのプ知ロ識ダウトの -ワー展空ヲ示間)をi員 アー ティストのネ‘Yト
ロロ照明演機材出の・音照響明機・音材響のの技プ術ロ的グ仕ラ様ミ書ングヂ-$1
PR施策に関する知i龍(SNSの活用) 口取材実績のある媒休 親譲警官帽
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